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鹿児島大教育　小林孝子

　目的　生活の近代化につれて，急速にm亡途上にある民俗服飾の調査記録の必要を

痛感し，とくに日本在来の織布についての調査研究を行っている。昨年はその中の甑

島の葛布について報告した。今回もひき続き葛布について報告する。

　方法　農村の生活具としての佐賀県下の葛布と，武家の衣料として織わ伝えられた

静岡県下の葛布について，織の密度，色彩の測定など。

　結果　同じ葛布といっても，地域によって材料の採集・紡織の技法・織布の用途な

どに類似や差異か認められた。今回は，昨年発表のものも含め葛布全般について報告

する。

　　　C－72　キ3^ 数I- 1和すI肝'S C ￥z樵丿一衣玄孝部･^･ﾌ･･r一

　　　　　　I, 環屎匁せ剱長　，野津穆^　圀　派手

　目的　出雲キ梱＼-' -フ‥マ（配海･ μ!穐･ 筰慕）の乖斟･ 3こ邨川す呂乙ど鳶しし

　々＝?･･ . 旨の手ゆじめI-出家手鞠の紅海■ 筰楳・件艮t万丿昆’才覚ダご矛メ呪tす（

,H-侭の?･稀告す9 ．

　方謐　ねjリ則ぎふT-ヽい3 押什以よｰの婦ﾒC c /・滞) から面取り調査とし知り得石妨

甕乙斥參し沁

　超梁

り出霊手鞠/おｱｰ戸末期から朗畑作わItア兌･・彦発及釦

　け継続す} 為が鳶^ ■
・）木埓摩果菜東名用し･酸何誓約厚碓が孕レ≒


